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仁
和
寺
の
守
覚
法
親
王
に
は
、
後
鳥
羽
院
主
催
の
『
正
治
二
年
初
度
百

首
』
（
以
下
『
正
治
百
首
』
と
略
）
に
出
詠
し
た
折
の
詠
草
『
守
覚
法
親
王

百
首
』
が
あ
る
。
も
と
も
と
『
正
治
百
首
』
の
伝
本
と
し
て
は
、
出
詠
者

廿
三
人
の
百
首
を
ま
と
め
た
編
纂
本
『
正
治
百
首
』
（
以
下
〈
編
纂
本
〉
と

略
）
と
、
『
守
覚
法
親
王
百
首
』
の
様
な
個
人
百
首
の
独
立
伝
本
が
あ
り
、

後
者
は
、
守
覚
の
他
に
讃
岐
・
小
侍
従
・
静
空
（
藤
原
実
房
）
に
見
ら
れ
、

(1) 

ま
た
俊
成
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
守
覚
法
親
王
百
首
』
（
以
下
〈
百
首
〉
と
略
）
は
、
従
来
、
そ
の

歌
題
配
列
か
ら
個
人
百
首
が
編
纂
さ
れ
る
以
前
の
草
稿
本
と
見
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
〈
編
纂
本
〉
と
対
校
す
る
と
、
歌
の
出
入
り
は
な
い
も
の
の
、

三
十
首
弱
に
わ
た
っ
て
本
文
異
同
が
見
ら
れ
る
。
小
稿
で
は
、
諸
先
覚
の

(
2
)
 

御
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
本
文
異
同
を
諸
歌
集
・
歌
合
な
ど
に

載
る
守
覚
歌
本
文
と
比
較
し
て
、
あ
る
い
は
各
々
の
歌
の
内
容
か
ら
吟
味

し
、
い
ず
れ
が
守
覚
詠
進
時
の
本
文
で
あ
る
か
を
考
え
て
み
る
。
そ
の
際
、

本
来
的
（
本
文
）
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
が
、
こ
れ
は
、
守
覚
が
『
正
治

-̂＞ 『
守
覚
法
親
王
百
首
』

本
文
考

最
初
に
、
取
り
上
げ
た
〈
百
首
〉
〈
編
纂
本
〉
の
伝
本
に
関
し
て
粗
々
整

理
し
て
お
く
。

(3) 

〈
百
首
〉
の
伝
本
は
、
現
在
次
の
十
本
が
伝
わ
る
。

①
総
本
山
御
室
仁
和
寺
所
蔵
本
（
『
詠
百
首
和
班
』
）

②
宮
内
庁
書
陵
部
本
(
-
五
ニ
・
六
六
）

③
宮
内
庁
書
陵
部
高
松
宮
本

④
内
閣
文
庫
本
（
二

0
1
・
三
四

0
)

⑤
彰
考
館
本
（
巳
・
拾
四
）

⑥
大
阪
市
立
大
学
森
文
庫
本
（
九
―
-
．
一
四
八
／
s
h
u
)

⑦
福
井
市
立
図
書
館
本

⑧
神
宮
文
庫
甲
本
（
三
・
八

0
九）

⑨
神
宮
文
庫
乙
本
（
三
・
―
ニ
ニ
六
）

⑩
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
(
-
三
九
•
四
三
）

こ
れ
ら
諸
伝
本
を
対
校
す
る
と
、
い
く
つ
か
異
同
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、

＾
二
〉

百
首
』
を
詠
進
し
た
折
の
、
そ
の
推
定
さ
れ
る
本
文
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
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基
本
的
に
は
全
て
同
一
系
統
の
本
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
で
も
、

①
の
仁
和
寺
本
は
守
覚
自
筆
本
と
い
わ
れ
、
②
か
ら
⑩
ま
で
の
江
戸
期
書

写
本
に
比
べ
て
誤
脱
や
誤
写
が
見
ら
れ
ず
、
比
較
的
信
用
で
き
る
本
文
と

言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
の
諸
本
対
校
に
際
し
て
は
、
①
の

仁
和
寺
本
を
以
て
底
本
と
し
た
。
な
お
、
以
下
で
用
い
た
「
〈
百
首
〉
全
諸

本
」
の
呼
称
は
、
右
の
現
存
す
る
諸
伝
本
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
『
正
治
百
首
』
の
現
存
伝
本
は
数
多
い
が
、
稿
者
が
調
査
し
た
の

(5) 

は
次
の
七
本
で
あ
る
。

①
宮
内
庁
書
陵
部
本
（
五

0
1
・
九

0
九）

②
内
閣
文
庫
本
甲
（
二

0
1
 

・
二
六
二
）

③
内
閣
文
庫
本
乙
（
二

0
1
・
二
五
八
）

④
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
(
-
三
九
•
四
五
）

⑤

彰

考

館

本

（

巳

・

拾

四

）

｛

⑥
宮
城
図
書
館
伊
達
文
庫
本
（
伊
九
―
―
・
ニ

0
八
・
一
三
・
一
・

六
ニ
・
ニ
）

⑦
続
群
書
類
従
本

(6) 

こ
の
〈
編
纂
本
〉
の
伝
本
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
山
崎
桂
子
氏
が
詳
し

く
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
再
述
し
な
い
。
な
お
、
以
下
の
「
〈
編

纂
本
〉
諸
本
」
の
呼
称
は
、
右
の
諸
伝
本
を
指
す
。

〈
百
首
〉
と
〈
編
纂
本
〉
の
形
態
上
の
相
違
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、

〈
百
首
〉
の
「
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
祝
．
恋
・
山
家
・
羅
旅
・
鳥
」
と
の

部
立
配
列
に
対
し
て
、
〈
編
纂
本
〉
は
「
春
・
夏
・
秋
・
冬
．
恋
・
羅
旅
・

山
家
・
鳥
・
祝
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
俊
成
を
始
め
個
人
独
自
伝
本
が
残
る

(
7
)
 

静
空
・
讃
岐
で
も
同
じ
で
、
先
覚
の
指
摘
す
る
如
く
、
お
そ
ら
く
全
員
の

百
首
を
集
成
す
る
際
に
現
存
〈
編
纂
本
〉
の
部
立
順
に
統
一
さ
れ
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
前
に
〈
百
首
〉
は
編
纂
以
前
の
形
態
を
留

め
る
草
稿
本
と
記
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
が
詠
進
時
の
本
文
そ
の

ま
ま
で
あ
る
か
は
、
こ
の
後
の
検
討
を
通
し
て
論
及
す
る
。
な
お
、
部
立

内
の
歌
数
や
配
列
順
の
相
違
は
、
〈
百
首
〉
〈
編
纂
本
〉
と
も
に
見
ら
れ
な

、。

＾
三
＞

具
体
的
に
、
〈
百
首
〉
と
〈
編
纂
本
〉
と
の
間
の
本
文
異
同
を
、
諸
歌
集
・

(8) 

歌
合
に
採
ら
れ
た
本
文
に
よ
り
吟
味
し
、
本
来
的
本
文
を
比
定
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
際
、
〈
百
首
〉
と
〈
編
纂
本
〉
で
本
文
が
一
致
す
る
も
の
の
、

諸
歌
集
・
歌
合
の
所
載
歌
の
み
に
お
い
て
異
文
が
見
ら
れ
る
場
合
、
小
稿

で
は
紙
数
の
都
合
上
、
そ
れ
ら
を
当
該
文
献
に
お
け
る
独
自
異
文
と
見
て

論
及
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
最
初
に
断
っ
て
お
く
。

ま
た
、
以
下
に
引
用
し
た
歌
の
番
号
は
〈
百
首
〉
の
そ
れ
で
あ
り
、
歌

の
下
句
の
下
の
括
弧
内
に
は
、
そ
の
配
さ
れ
た
部
立
を
記
し
た
。
傍
線
も

稿
者
に
依
る
も
の
で
あ
る
。

69

昔
思
ふ
さ
よ
の
寝
覚
め
の
床
さ
え
て

涙

tiこ
ほ

る

袖

の

上

か

な

（

冬

）

右
は
第
四
句
の
傍
線
部
に
異
文
が
見
ら
れ
、
〈
百
首
〉
全
諸
本
の
「
涙

ti

こ
ほ
る
」
に
対
し
て
、
〈
編
纂
本
〉
諸
本
は
「
涙
に
こ
ほ
る
」
と
あ
る
。
双

方
と
も
に
袖
の
涙
が
凍
る
意
を
示
し
、
歌
の
内
容
か
ら
異
文
を
吟
味
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
当
面
歌
は
、
『
新
古
今
集
』
巻
第
六
冬
歌
六
二

九
番
に
詞
書
「
冬
歌
と
て
よ
み
侍
り
け
る
」
で
載
り
、
ま
た
守
覚
の
家
集

(9) 

で
あ
る
書
陵
部
本
『
北
院
御
室
御
集
』
〈
以
下
II
類
本
と
略
〉
―
二

0
番
（
詞

書
「
雑
冬
」
）
に
も
収
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
第
四
句
は
〈
百
首
〉
に
同
じ
く
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「涙

tiこ
ほ
る
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
〈
編
纂
本
〉
の
異
文
は

解
釈
は
成
り
立
つ
も
の
の
、
守
覚
歌
の
本
来
的
本
文
で
あ
る
と
は
受
取
り

が
た
い
。

59

か
く
れ
ぬ
と
見
れ
ば
た
え
ま
に
か
げ
も

hiて

月
も
し
ぐ
る
、
む
ら
雲
の
空
（
冬
）

右
は
『
続
古
今
集
』
六
一
五
番
、
『
秋
風
和
歌
集
』
四
八
三
番
、
『
和
漢

兼
作
集
』
九
二
八
番
に
載
り
、
い
ず
れ
も
詞
書
に
は
『
正
治
二
年
百
首
』

で
の
詠
と
あ
る
。
御
集
II
類
本
に
は
一

0
0
番
詞
書
「
時
雨
」
で
載
る
が
、

第
三
句
末
に
脱
字
が
あ
る
。

第
三
句
の
傍
線
部
に
異
文
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
「
百
首
」
諸
本
（
書
陵

部
本
を
除
く
）
で
「
か
げ
も
川
て
」
、
「
百
首
」
書
陵
部
本
な
ら
び
に
編
纂

本
諸
本
・
続
古
今
集
・
和
漢
兼
作
集
で
「
か
げ
も
川
て
」
、
秋
風
集
で
は
「
か

げ
も
い
で
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
か
げ
も
い
で
」
の
異
文
は
、

類
例
暗
示
の
係
助
詞
「
も
」
に
よ
り
歌
意
が
曖
昧
に
な
る
の
で
、
本
来
的

と
は
見
倣
し
が
た
い
。
残
る
「
か
げ
も
川
て
」
「
か
げ
も
幻
て
」
は
、
自
動

詞
「
漏
る
」
の
活
用
（
四
段
・
下
二
段
）
の
相
違
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
両

活
用
は
同
義
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
つ
は
意
味
上
の
差
異
は
な
い
。
ま
た
、

『
続
古
今
集
』
所
載
歌
は
、
尊
経
閣
蔵
伝
藤
原
為
氏
筆
本
（
新
編
『
国
歌
大

観
』
所
収
）
で
第
三
句
「
か
げ
も
引
て
」
と
あ
る
が
、
版
本
（
旧
『
国
歌

大
観
』
所
収
本
）
は
「
か
げ
も
い
て
」
と
な
っ
て
お
り
、
早
々
に
は
為
氏

筆
本
を
以
て
本
来
的
本
文
と
も
受
け
取
れ
な
い
。
『
和
漢
兼
作
集
』
も
書
陵

部
蔵
の
孤
本
で
あ
り
、
こ
の
集
に
お
け
る
本
文
流
動
は
検
討
の
術
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
歌
の
場
合
、
歌
の
内
容
等
か
ら
異
文
の
是
非
を
吟

味
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
こ
こ
で
は
そ
の
指
摘
に
留
め
て
お
き
た
い
。

山
深
く
な
る
A

心
い
い
か
に
ま
た

雲
よ
り
お
く
に
宿
も
と
む
ら
む
（
山
家
）

こ
の

89
番
（
編
纂
本
91
番
）
歌
は
、
第
二
句
の
傍
線
部
に
異
文
が
見
ら

れ
、
〈
百
首
〉
の
高
松
宮
本
・
福
井
図
書
館
本
、
お
よ
び
御
集
II
類
本
一
四

三
番
（
詞
書
「
山
家
」
）
で
「
な
る
、
心
口
」
、
〈
編
纂
本
〉
諸
本
で
「
な
る
A

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
〈
百
首
〉
諸
本
は
「
な
る
、
心
む
」

心
の
」

で
あ
る
。

高
松
宮
本
等
の
「
心
口
」
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
首
を
粗
々
解
釈
す
る

と
、
〈
山
深
く
慣
れ
た
心

□一
体
ど
う
し
て
又
雲
よ
り
奥
に
宿
を
求
め
る
の

だ
ろ
う
か
〉
と
な
り
、
明
ら
か
に
意
味
不
分
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
仮

名
の
「
よ
（
与
）
」
と
「
に
（
た
小
）
」
の
誤
認
誤
写
に
よ
る
異
文
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
〈
編
纂
本
〉
諸
本
の
「
心
叶
」
は
、
〈
山
深
く
慣
れ
た
心

btl…
…
（
同

前
）
〉
と
、
解
釈
は
成
り
立
つ
。
た
だ
し
、
こ
の
歌
は
、
『
正
治
百
首
』
と

成
立
年
代
の
近
い
『
三
百
六
十
番
歌
合
』
（
六
九
八
番
雑
部
六
十
一
番
左
）

に
も
採
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る
天
理
図
書
館
蔵
の

(10) 

藤
原
伊
経
筆
本
（
建
永
元
〔
―
二

0
六
〕
年
九
月
十
三
日
の
書
写
奥
書
）

に
よ
れ
ば
、
第
二
句
は
「
な
る
、
心
い
．
」
と
、
〈
百
首
〉
仁
和
寺
本
等
の
本

文
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
〈
百
首
〉
仁
和

寺
本
等
の
「
な
る
A

心
い
」
が
本
来
的
と
考
え
ら
れ
る
。

26

ほ
と
；
ぎ
す
卯
の
花
山
の
あ
引
ず
し
て

空
に
し
ら
れ
ぬ
月
に
な
く
な
り
（
夏
）

第
三
句
の
傍
線
部
に
異
文
が
見
ら
れ
る
。
〈
百
首
〉
の
仁
和
寺
本
・
神
宮

文
庫
本
甲
乙
・
書
陵
部
本
•
福
井
図
書
館
本
・
彰
考
館
本
、
お
よ
び
御
集

II
類
本

(34
番
・
詞
書
「
時
鳥
」
）
の
「
あ
町
す
し
て
」
に
対
し
て
、
〈
編

纂
本
〉
諸
本
と
〈
百
首
〉
内
閣
文
庫
本
・
島
原
本
・
高
松
宮
本
は
「
あ
か

89 
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ず
し
て
」
、
大
阪
市
大
森
文
庫
本
は
「
あ
り
づ
ら
く
」
と
、
各
々
異
文
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
歌
は
『
新
千
載
集
』
一
九
六
番
に
も
採
ら
れ
、
そ
の
第

ニ
・
三
句
は
「
卯
の
花
山
に
や
す
ら
ひ
て
」
と
異
文
で
あ
る
が
、
当
歌
集

の
み
に
見
ら
れ
る
独
自
異
文
と
し
て
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

「
あ
り
づ
ら
く
」
か
ら
検
討
し
て
み
る
。
和
歌
で
は
、
卯
の
花
の
白
さ
・

明
る
さ
を
月
夜
に
見
立
て
て
詠
む
歌
が
多
く
、
こ
こ
で
の
「
空
に
し
ら
れ

ぬ
月
」
と
い
う
措
辞
も
、
実
体
と
し
て
の
月
で
は
な
く
、
「
卯
の
花
山
」
の

卯
の
花
を
見
立
て
た
も
の
。
つ
ま
り
、
当
面
歌
下
句
は
時
鳥
が
卯
の
花
山

に
鳴
く
と
詠
ん
で
い
る
の
だ
が
、
「
あ
り
づ
ら
く
」
の
異
文
で
は
、
時
鳥
が

卯
の
花
山
に
「
居
づ
ら
く
」
と
な
り
、
下
句
の
内
容
と
矛
盾
す
る
こ
と
に

な
る
。一

方
、
「
あ
川
す
し
て
」
と
「
あ
が
ず
し
て
」
は
、
前
者
が
「
（
卯
の
花

山
が
）
栖
で
」
、
後
者
が
「
（
同
前
）
飽
き
な
い
の
で
」
と
、
各
々
解
釈
は

成
り
立
つ
。
お
そ
ら
く
異
文
は
仮
名
の
「
り
（
利
）
」
と
「
か
（
加
）
」
の

(11) 

草
体
の
誤
認
誤
写
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
『
夫
木
抄
』
二
七
九
八
番

に
載
る
当
面
歌
（
詞
書
「
正
治
二
年
百
首
」
）
を
見
る
と
、
稿
者
の
調
べ
た

静
嘉
堂
文
庫
本
・
北
岡
文
庫
本
・
書
陵
部
本
・
永
青
文
庫
本
は
い
ず
れ
も

「
あ
川
す
し
て
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
夫
木
抄
』
編
集
時
に
撰
歌
資
料
と

な
っ
た
『
正
治
百
首
』
に
お
い
て
、
当
面
歌
本
文
が
〈
百
首
〉
仁
和
寺
本

等
と
合
致
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。
そ
の
う
え
、
〈
百
首
〉
は
、
既

述
し
た
様
に
守
覚
の
『
正
治
百
首
』
出
詠
時
の
草
稿
本
と
推
定
さ
れ
る
の

だ
か
ら
、
『
夫
木
抄
』
は
そ
の
草
稿
本
の
本
文
そ
の
ま
ま
に
載
せ
た
こ
と
に

な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
歌
の
場
合
、
〈
百
首
〉
本
文
が
そ
の
ま
ま
本

来
的
本
文
で
あ
る
、
と
言
っ
て
良
い
。

(12) 

ち
な
み
に
、
『
夫
木
抄
』
に
は
、
守
覚
の
『
正
治
百
首
』
歌
が
全
部
で
廿
五

97 24 17 68 57 首
採
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
で
〈
百
首
〉
と
〈
編
纂
本
〉
で
本
文
異
同

の
見
ら
れ
る
歌
は
、
前
の

26
番
歌
を
除
く
と
六
首
に
な
る
。
そ
こ
で
、
左

に
そ
れ
ら
を
掲
げ
る
。
な
お
、

46
番
歌
一
首
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
の
で
、

五
首
の
歌
を
記
す
。
歌
の
左
側
に
記
し
た
矢
印
が
異
文
を
示
し
、
編
（
書
）

と
は
、
〈
編
纂
本
〉
の
書
陵
部
本
を
指
す
。

今
朝
見
れ
ば
立
田
が
は
ら
の
河
お
ろ
し

さ
そ
ふ
紅
葉
剣
波
ぞ
お
り
け
る

第
四
句
「
さ
そ
ふ
も
み
ぢ
列
」

↓
〈
編
纂
本
〉
諸
本

あ
糾
し
ふ
く
と
し
ま
が
崎
の
い
り
し
ほ
に

友
な
し
千
鳥
月
に
な
く
な
り

↓
〈
編
纂
本
〉
諸
本
初
句
「
あ
叫
し
ふ
く
」

散
り
ま
が
ふ
花
の
ふ
ゞ
き
に
か
き
く
れ
て

空
ま
で
か
ほ
る
し
が
の
山
ご
え

第
四
句
「
空
ま
で
に
ほ
ふ
」

↓
編
（
書
）

さ
て
も
猶
い
つ
か
は
る
べ
き
日
数
の
み

ふ
る
の
の
さ
日
の
五
月
雨
の
空

第
四
句
「
ふ
る
の
の
ざ

tiI」

↓
編
（
書
）

↓
編
（
書
）

た
の
し
み
や
た
か
ら
の
池
に
ふ
か
：
ら
ん

玉
も
に
あ
そ
ぶ
か

biの
む
ら
鳥

第
五
句
「
か
川
の
む
ら
ど
り
」

（鳥）
（夏）

（春） ＾ 冬
‘ ヽ

-4-

（冬）



こ
の
う
ち
、
6
8
番
歌
は
、
〈
編
纂
本
〉
の
異
文
「
あ
い
し
」
で
も
一
応
意

味
は
取
れ
る
。
だ
が
、
守
覚
以
前
の
千
鳥
題
歌
で
、
海
上
を
吹
く
北
西
風

を
意
味
す
る
「
あ
な
し
」
を
詠
み
込
ん
だ
歌
も
、
「
あ
な
し
吹
く
を
島
が
磯

の
は
ま
千
ど
り
岩
う
つ
浪
に
た
ち
さ
は
ぐ
な
り
」
（
堀
河
百
首
・
千
鳥
・
俊

頼
・
九
八
四
）
と
見
ら
れ
、
歌
意
並
び
に
用
例
の
上
で
異
文
を
吟
味
す
る

こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

ま
た
、
2
4
番
歌
も
〈
編
纂
本
〉
書
陵
部
本
の
「
ふ
る
の
、
ざ

lil」
で
も

解
釈
は
で
き
る
。
な
ち
み
に
「
ふ
る
の
、
ざ
は
」
は
『
堀
河
百
首
』
の
「
朽

ち
に
け
り
人
も
か
よ
は
ず
磯
神
ふ
る
の
の
沢
に
わ
た
す
丸
は
し
」
（
橋
題
・

顕
仲
・
一
四
三
四
）
を
初
見
と
し
、
後
に
は
こ
れ
を
踏
ま
え
た
後
鳥
羽
院

歌
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
ふ
る
の
：
さ

el」
は
、
当
面
の
守
覚

歌
を
初
見
と
し
、
後
に
は
『
千
五
百
番
歌
合
』
で
俊
成
卿
女
・
小
侍
従
も

詠
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
も
和
歌
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
も

歌
意
・
用
例
の
上
か
ら
異
文
の
是
非
を
判
断
し
が
た
い
。

97
番
歌
に
関
し
て
は
、
稿
者
の
調
べ
た
限
り
、
雁
は
天
空
を
飛
翔
す
る

帰
雁
・
初
雁
が
詠
作
対
象
と
な
る
場
合
が
多
く
、
〈
編
纂
本
〉
の
異
文
の
よ

う
に
、
池
の
玉
藻
に
遊
ぶ
雁
を
詠
ん
だ
例
は
見
ら
れ
な
い
。
逆
に
「
か

ti

の
む
ら
ど
り
」
の
場
合
、
「
池
に
ひ
つ
松
の
は
ひ
え
の
下
く
ぐ
り
つ
れ
て
ぞ

わ
た
る
か
も
の
む
ら
ど
り
」
（
出
観
集
・
六
三
六
）
と
あ
る
如
く
、
水
鳥
と

し
て
池
中
の
鴨
は
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
〈
編
纂
本
〉
の
異

文
「
か
引
の
む
ら
ど
り
」
は
、
仮
名
の
「
り
（
利
）
」
と
「
も
（
毛
）
」
の

草
体
の
誤
認
誤
写
に
依
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、

97
番
歌
を
除
い
て
は
、
い
ず
れ
も
〈
編
纂
本
〉
の
異
文
で
も

解
釈
は
で
き
る
。
し
か
し
、
各
々
の
『
夫
木
抄
』
諸
本
の
所
載
歌
本
文
は

〈
百
首
〉
と
同
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
も
前
の

26
番
歌
と
同
じ
く
、

〈
百
首
〉
本
文
が
本
来
的
で
あ
る
と
見
て
良
か
ろ
う
。

な
お
、
4
6
番
歌
は
、
〈
編
纂
本
〉
で
異
文
が
見
ら
れ
る
一
方
、
『
夫
木
抄
』

所
載
歌
も
〈
百
首
〉
と
異
文
を
生
じ
て
い
る
一
首
で
あ
る
。

4
6
、
又
も
こ
ん
紅
葉
の
山
の
木
の
間
よ
り

色
に
秋
あ
る
月
も
；
り
け
り
（
秋
）

『
夫
木
抄
』
諸
本
の
初
句
は
「
ま
た
も

21ん
」
と
異
文
だ
が
、
こ
れ
は
同

抄
の
み
に
見
ら
れ
る
独
自
異
文
な
の
で
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

第
五
句
は
、
〈
百
首
〉
諸
本
（
書
陵
部
本
を
除
く
）
・
御
集
II
類
本
の
「
月

も
：
り
け
り
」
に
対
し
て
、
〈
編
纂
本
〉
諸
本
が
「
月
も
い
で
け
り
」
、
〈
百

首
〉
書
陵
部
本
・
『
夫
木
抄
』
諸
本
が
「
月
も
あ
り
け
り
」
と
異
文
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
『
夫
木
抄
』
等
の
「
月
も
あ
り
け
り
」
は
、
解
釈
す
る
と
〈
木

の
間
よ
り
…
…
月
も
あ
る
こ
と
だ
〉
と
意
味
不
分
明
で
、
明
ら
か
に
本
来

的
で
な
い
と
分
か
る
。
も
と
も
と
、
こ
の
歌
は
、

木
の
間
よ
り
漏
り
く
る
別
の
影
み
れ
ば
心
づ
く
し
の
別
は
酎
に
け
り

（
古
今
集
・
一
八
四
・
詠
み
人
し
ら
ず
）

を
本
歌
と
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
歌
の
初
・
ニ
句
「
木

の
間
よ
り
漏
り
く
る
」
か
ら
す
る
と
、
〈
編
纂
本
〉
の
異
文
「
い
で
け
り
」

よ
り
も
、
〈
百
首
〉
諸
本
の
「
月
も
、
り
け
り
」
の
方
が
本
来
的
と
考
え
ら

れ
る
。こ

の
よ
う
に
、
『
夫
木
抄
』
に
載
る
守
覚
の
『
正
治
百
首
』
歌
で
、
〈
百

首
〉
と
〈
編
纂
本
〉
で
本
文
異
同
の
見
ら
れ
る
七
首
に
関
し
て
は
、
い
ず

れ
も
〈
百
首
〉
本
文
が
本
来
的
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
諸
歌
集
・
歌
合
に
載
る
守
覚
歌
と
の
比
較
か
ら
、
〈
百
首
〉

に
対
し
て
〈
編
纂
本
〉
で
異
文
の
見
ら
れ
る
十
首
に
つ
い
て
、
検
討
を
加

- 5 -



（
百
・

11
類
本
）

21
⑤

花

に

fiけ
る

26
③

あ

引

す

し

て

28
④
か
た
ら
ひ
あ
か
引

29
④
お
り
え
て
き
ゐ
る

46
⑤
月
も
：
り
け
り

51
②

ま

た

よ

□叫
ら
じ

68
①

あ

が

し

ふ

く

＾
四
〉

↓
 

↓
 

↓
 

↓
 

↓
 

↓
 

↓
 

え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

59
番
の
よ
う
に
異
文
を
指
摘
す
る
に
留
め
た
例

も
あ
る
が
、
こ
れ
を
除
け
ば
、
そ
こ
に
採
ら
れ
た
本
文
は
〈
百
首
〉
に
一

致
し
、
〈
編
纂
本
〉
と
は
合
致
し
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
に
採
ら

れ
た
守
覚
の
『
正
治
百
首
』
歌
に
関
し
て
は
、
一
首
を
除
き
〈
百
首
〉
の

本
文
が
本
来
的
と
考
え
ら
れ
る
。

守
覚
の
『
正
治
百
首
』
歌
は
、
諸
歌
集
・
歌
合
の
ほ
か
に
、
家
集
で
あ

(13) 

る
御
集

II
類
本
に
も
五
五
首
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
家
集
は
書
写
状
態

が
あ
ま
り
良
く
な
く
、
誤
写
に
依
る
と
見
ら
れ
る
異
文
や
誤
脱
な
ど
も
数

多
い
。
前
節
で
取
り
上
げ
た

6
9
.
8
9
番
歌
も
、
そ
う
し
た
例
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
誤
写
と
推
定
さ
れ
る
異
文
や
誤
脱
を
除
け
ば
、

II
類
本

に
載
る
『
正
治
百
首
』
歌
の
殆
ど
は
〈
百
首
〉
の
本
文
と
合
致
す
る
。
そ

の
う
ち
〈
編
纂
本
〉
で
異
文
の
見
ら
れ
る
句
を
次
に
掲
げ
る
。
上
段
が
〈
百

首
〉
•
I
I類
本
で
の
本
文
、
下
段
が
〈
編
纂
本
〉
に
見
ら
れ
る
異
文
で
あ
り
、

歌
番
号
は
〈
百
首
〉
に
よ
り
、
丸
数
字
は
第
何
句
目
か
を
示
す
。

（編）

花
に
な
り
け
る

あ
が
ず
し
て

か
た
ら
ひ
あ
か
剣

お
り
え
て
き
な
く

月
も
い
で
け
り

ま
た
よ
も
し
ら
じ

ぁ
り
し
ふ
く

69
④

涙

tiこ
ほ

る

涙

に

こ

ほ

る

86
②

山

路

は

る

か

に

↓

山

路

ば

か

り

に

93
②
③
ひ
初
の
荒
野
の
露
け
引
に
↓
ひ
い
の
荒
野
の
露
け
酎
に

95
⑤

ま

つ

が

う

ら

な

み

↓

ま

つ

が

う

ら

し

ま

こ
の

2
6
.
4
6
.
6
8
.
6
9
番
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
、
〈
百
首
〉
が
他
歌
集
に

見
え
る
本
文
と
同
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
来
的
で
あ
ろ
う
、
と
判
断
し
た

が
、
右
に
見
る
如
く
、
こ
れ
ら
は

11
類
本
に
収
め
ら
れ
た
本
文
と
も
合
致

し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
掲
げ
た
〈
百
首
〉
本
文
は
、
い
ず
れ
も

11
類

本
所
載
歌
本
文
と
合
致
し
て
お
り
、
や
は
り
本
来
的
本
文
で
あ
る
可
能
性

を
考
え
て
良
い
。

た
だ
し
、
御
集
11
類
本
に
採
ら
れ
た
本
文
が
す
べ
て
〈
百
首
〉
に
一
致

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
次
の

9
4
.
9
5
番
の
二
首
に
お
い
て
そ
の
例
外
が
見

ら
れ
る
。

94

明
が
た
に
さ
り
と
も
い
ま
は
な
り
ぬ
ら
ん

や
ど
る
深
山
は
と
り
の
ね
も
せ
心
、
（
鳥
）

こ
れ
は
、
第
五
句
が
〈
百
首
〉
諸
本
（
森
文
庫
本
を
除
く
）
の
「
鳥
の

ね
も
せ
割
」
に
対
し
て
、
〈
百
首
〉
大
阪
市
大
森
文
庫
本
と
〈
編
纂
本
〉
諸

本
・
御
集
11
類
本
(
-
四
九
番
・
詞
書
「
旅
」
）
は
「
鳥
の
ね
も
せ
ず
」
と

異
文
を
生
じ
て
い
る
。
大
阪
市
大
本
は
、
異
文
が
多
い
江
戸
期
の
写
本
で

あ
り
、
転
写
過
程
で
の
誤
写
や
意
改
ー
編
纂
本
と
校
定
し
た
可
能
性
ー

ー
も
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
伝
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
判
断
を

保
留
し
た
い
と
思
う
。

「
鳥
の
ね
も
せ
割
」
は
連
体
形
止
め
で
、
文
法
的
に
は
破
格
で
あ
る
。
そ

れ
が
〈
編
纂
本
〉
・

11
類
本
で
は
終
止
形
「
ず
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
わ
け

だ
が
、
守
覚
の
連
体
形
止
め
の
歌
は
一

0
0
番
（
後
出
）
に
見
ら
れ
る
の

↓
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で
、
破
格
だ
か
ら
本
来
的
本
文
で
は
な
い
、
と
は
言
え
ま
い
。
逆
に
御
集

II
類
本
が
〈
編
纂
本
〉
の
異
文
を
転
写
過
程
で
取
り
込
ん
だ
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
異
文
の
指
摘
に
留
め
て
お
く
。

95

い
そ
ま
く
ら
ぬ
る
叫
い
と
ば
じ
し
ほ
風
に

月
か
げ
よ
す
る
松
が
う
ら
な
み
（
鵜
旅
）

第
二
句
に
異
文
が
見
ら
れ
、
〈
百
首
〉
の
「
ぬ
る

elい
と
山
じ
」
に
対
し

て
、
〈
編
纂
本
〉
諸
本
（
書
陵
部
本
を
除
く
）
は
「
ぬ
る
ご
い
と

UIし」、

編
（
書
）
は
「
ぬ
る
叶

□い
と

UIし
」
・
御
集
II
類
本
は
「
ぬ
る

T'い
と
出
＇

じ
」
と
あ
る
。
な
お
、
第
五
句
に
も
〈
編
纂
本
〉
諸
本
だ
け
に
「
ま
つ
が

う
ら
し
ま
」
と
の
異
文
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
解
釈
す
る
と
「
（
潮
風
に

よ
り
）
月
の
光
を
寄
せ
る
松
浦
島
」
と
意
味
不
分
明
に
な
る
。
逆
に
〈
百

首
〉
の
同
句
「
ま
つ
が
う
ら
な
み
」
は
無
理
な
く
解
釈
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
、
〈
百
首
〉
が
本
来
的
と
見
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
当
面
歌
は
、
「
ま
つ
が
う
ら
」
の
磯
辺
に
枕
し
た
折
、
潮

風
に
よ
っ
て
（
月
光
に
き
ら
め
く
）
波
が
枕
辺
に
打
ち
寄
せ
る
状
況

実
景
で
あ
れ
、
心
象
風
景
で
あ
れ
を
詠
ん
だ
歌
と
受
け
取
れ
よ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
第
二
句
の
「
ぬ
る
」
は
「
寝
る
」
と
取
る
よ
り
も
、
む
し
ろ

「
濡
る
」
と
解
し
た
方
が
適
切
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
〈
編
纂
本
〉
の
異
文

の
よ
う
に
、
波
で
は
な
く
潮
風
に
濡
れ
る
と
い
う
の
で
は
、
歌
意
が
曖
昧

に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
よ
り
〈
編
纂
本
〉
の
異
文
は
本
来
的
で
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、

II
類
本
の
異
文
「
ぬ
る
り
い
と
出
じ
」
は
、
解
釈
は
成
り
立
つ

が
、
動
詞
の
連
体
形
「
ぬ
る
る
」
が
そ
の
ま
ま
動
詞
「
い
と
ふ
」
に
掛
か

る
と
い
う
点
で
や
や
難
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
仮
名
「
と
（
与
）
」
と
踊
り
字

「
、
」
の
草
体
を
誤
認
誤
写
し
た
異
文
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の

＾
五
〉

歌
の
場
合
も
、
〈
百
首
〉
諸
本
の
本
文
、
即
ち
「
ぬ
る
い
い
と
ば
じ
」
が
本

来
的
で
あ
る
と
見
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
〈
百
首
〉
と
〈
編
纂
本
〉
の
本
文
異
同
を
、

II
類
本
所
載

歌
の
本
文
と
の
比
較
に
お
い
て
検
討
す
る
と
、

9
4
.
9
5
の
二
首
を
除
け
ば

〈
百
首
〉
と
同
文
で
あ
り
、

95
番
歌
も
〈
百
首
〉
の
方
が
本
来
的
で
あ
る
、

と
の
結
果
を
得
た
。

94
番
歌
に
お
い
て
は
、

II
類
本
所
載
歌
の
本
文
は
〈
編

纂
本
〉
に
一
致
す
る
が
、
こ
れ
が
本
来
的
本
文
で
あ
る
か
は
即
断
し
が
た

、。
〈
百
首
〉
と
〈
編
纂
本
〉
と
の
間
に
本
文
異
同
が
見
ら
れ
る
歌
は
、
そ
の

す
べ
て
が
御
集
11
類
本
や
諸
歌
集
・
歌
合
に
採
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
次
の

1
0
.
1
8
.
5
6
.
7
1
.
1
0
0
番
の
五
首
は
、
い
ず
れ
も
〈
百
首
〉
と

〈
編
纂
本
〉
の
み
に
載
る
歌
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
他
文
献
所
載
歌
に
よ

り
異
文
を
吟
味
で
き
な
い
歌
で
あ
る
。

10

な
が
め
て
も
い
か
に
か
た
叫
ん
梅
が
え
の

花
に
月
も
る
春
の
あ
け
ぼ
の
（
春
）

こ
れ
は
第
二
句
に
異
文
が
見
ら
れ
、
〈
百
首
〉
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
を
除

く
）
・
〈
編
纂
本
〉
書
陵
部
本
の
「
い
か
に
か
た
叫
ん
」
に
対
し
て
、
〈
編
纂

本
〉
諸
本
（
書
陵
部
本
を
除
く
）
・
〈
百
首
〉
内
閣
文
庫
本
で
は
「
い
か
に

か
た
叫
ん
」
と
あ
る
。
異
文
は
仮
名
の
「
え
（
衣
）
」
と
「
ら
（
良
）
」
の

草
体
の
誤
認
誤
写
に
起
因
す
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、
〈
百
首
〉
の
本
文
は
も

と
よ
り
、
〈
編
纂
本
〉
の
異
文
で
も
解
釈
は
成
り
立
つ
。
即
ち
、
異
文
「
い

か
に
か
た
叫
ん
」
は
、
直
訳
す
れ
ば
「
眺
め
て
も
、
一
体
ど
う
し
て
足
り
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よ
う
か
（
も
し
く
は
「
語
れ
よ
う
か
」
）
。
」
と
な
り
、
解
釈
は
で
き
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
歌
の
内
容
か
ら
こ
の
異
文
の
是
非
は
論
じ
が
た
く
、
そ
の
指
摘

に
留
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

18

今
ぞ
知
る
た
こ
の
浦
藤
咲
き
に
け
り

音
せ
で
浪
は
よ
す
る
も
の
か
ば
（
春
）

〈
編
纂
本
〉
の
島
原
文
庫
本
・
書
陵
部
本
・
彰
考
館
本
に
お
い
て
、
第
五

句
「
よ
す
る
も
の
か
糾
」
と
異
文
が
見
ら
れ
る
。
「
た
こ
」
は
そ
の
藤
波
が

詠
ま
れ
る
越
中
の
歌
枕
で
、
守
覚
以
前
に
も
、

た
こ
の
う
ら
の
い
は
ね
に
か
か
る
藤
波
は

み
ち
く
る
し
ほ
の
声
を
か
ら
な
ん

（
崇
徳
院
・
玄
玉
集
・
六

0
七）

な
ど
の
歌
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
崇
徳
院
歌
で
は
、
「
た
こ
」
の
藤
波
は
、
「
み

ち
く
る
し
ほ
の
声
を
か
る
」
よ
う
な
、
「
音
せ
で
」
「
よ
す
る
」
存
在
と
詠

ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
稿
者
の
調
べ
た
限
り
で
は
、
「
た
こ
の
う
ら
」
藤

を
詠
ん
だ
歌
で
、
「
浪
」
の
語
を
藤
波
の
意
で
用
い
た
歌
は
見
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
〈
編
纂
本
〉
の
異
文
「
よ
す
る
も
の
か
が
．
」
は
、
「
浪
」
を
藤
「
浪
」

と
見
立
て
て
初
め
て
解
釈
が
成
り
立
つ
が
、
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
「
浪
」

を
藤
波
と
解
す
る
の
は
多
少
無
理
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
〈
百

首
〉
本
文
の
方
を
本
来
的
と
み
る
。

56

か
れ
人
＼
の
菊
に
や
冬
を
知
り
に
け
む

下
行
く
水
も
う
は
氷
せ
り
（
冬
）

〈
編
纂
本
〉
諸
本
と
〈
百
首
〉
の
神
宮
文
庫
乙
本
・
島
原
図
書
館
本
・
高

松
宮
本
に
お
い
て
、
第
五
句
に
「
う
は
氷
田
川
」
と
異
文
が
見
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
「
う
は
氷
」
は
名
詞
で
あ
る
か
ら
、
異
文
の
「
う
は
氷
け
り
」
で

は
過
去
助
動
詞
「
け
り
」
が
名
詞
に
接
続
す
る
こ
と
に
な
り
、
文
法
的
に

難
が
あ
る
。
異
文
は
「
せ
（
世
）
」
と
「
け
（
遣
）
」
の
草
体
の
誤
認
誤
写

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
、
〈
百
首
〉
仁
和
寺
本
等
に
見
ら
れ
る
本

文
が
本
来
的
と
言
え
る
。

71

月
影
に
ひ
ら
く
る
は
し
の
刷
よ
り
剖

め
ぐ
み
の
露
は
よ
も
に
散
る
ら
ん
（
祝
）

こ
の
第
三
句
は
〈
百
首
〉
諸
本
（
島
原
文
庫
本
・
書
陵
部
本
を
除
く
）

で
は
「
刷
よ
り
剖
」
、
〈
百
首
〉
島
原
文
庫
本
で
は
「
劉
よ
り

ti」
、
同
書
陵

部
本
で
は
「
剛
よ
り

ti」
、
〈
編
纂
本
〉
諸
本
で
は
「
梱
よ
り
剖
＇
」
と
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
劉
よ
り

ti」
「
刷
よ
り

ti」
の
異
文
は
、
解
釈
す
る
と
「
草
（
夢
）

よ
り
も
恵
み
の
露
は
四
方
に
散
る
の
だ
ろ
う
」
と
意
味
不
分
明
に
な
り
、

本
来
的
と
は
言
え
ま
い
。
他
方
、
「
剛
よ
り
剖
」
「
徊
よ
り
剖
＇
」
は
、
い
ず

れ
も
解
釈
は
成
り
立
つ
が
、
異
文
の
是
非
を
判
断
す
る
決
め
手
に
欠
く
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
異
文
の
指
摘
に
留
め
て
お
き
た
い
。

100

あ
ひ
が
た
き
み
つ
の
た
か
ら
の
み
な
を
し
も

声
も
を
し
ま
ず
鳥
の
な
く
な
る
（
鳥
）

こ
れ
は
第
五
句
に
異
文
が
見
ら
れ
、
〈
編
纂
本
〉
諸
本
で
は
「
鳥
の
な
く

ti」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
解
釈
は
成
り
立
つ
が
、
こ
の
歌
の
直
前
歌
は

「
な
が
き
夜
の
夢
さ
め
よ
と
や
に
は
つ
と
り
あ
け
行
く
空
を
ひ
と
に
つ
ぐ

ら
ん
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
〈
編
纂
本
〉
の
異
文
は
直
前
歌
の
第
五
句
を

目
移
り
し
て
誤
写
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
決
着
を
つ
け
る

こ
と
は
難
し
く
、
こ
こ
で
も
異
文
の
指
摘
に
留
め
る
。

こ
の
よ
う
に
〈
百
首
〉
と
〈
編
纂
本
〉
の
み
に
載
る
歌
の
異
文
を
、
歌
の

内
容
か
ら
検
討
し
て
み
た
。
結
果
と
し
て
は
、
異
文
の
指
摘
に
留
め
た

10.

71.100
番
歌
を
除
い
て
は
、
い
ず
れ
も
〈
百
首
〉
の
本
文
の
方
が
本
来
的
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こ
れ
ま
で
、
諸
歌
集
・
歌
合
や
御
集
II
類
本
と
い
う
他
文
献
所
載
歌
本

文
と
の
比
較
に
お
い
て
、
も
し
く
は
各
々
の
歌
の
内
容
か
ら
、
〈
百
首
〉
に

対
し
て
〈
編
纂
本
〉
で
見
ら
れ
る
異
文
を
廿
七
首
に
わ
た
り
吟
味
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
異
文
の
指
摘
に
留
め
た

10.59.71.100
番
歌
の
四
首
、

ま
た
〈
編
纂
本
〉
の
異
文
が
御
集
II
類
本
と
合
致
す
る

94
番
歌
の
一
首
、

都
合
五
首
を
除
い
て
は
、
い
ず
れ
も
〈
百
首
〉
本
文
が
本
来
的
と
み
ら
れ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
五
首
を
除
く
残
り
の
九
五
首
に
お
い
て
は
、

草
稿
本
と
推
定
さ
れ
る
〈
百
首
〉
の
本
文
は
そ
の
ま
ま
『
正
治
百
首
』
詠

進
時
の
本
文
で
あ
る
、
と
言
っ
て
良
い
。

94
番
歌
の
よ
う
に
、
編
纂
本
の
異
文
が
御
集
II
類
本
に
採
ら
れ
て
い
る

場
合
、
同
御
集
の
転
写
過
程
に
お
け
る
意
改
・
誤
写
も
有
り
得
よ
う
。
た

だ
、
同
御
集
II
類
本
は
書
陵
部
蔵
の
孤
本
で
あ
り
、
他
の
同
系
統
の
伝
本

に
比
し
て
本
文
流
動
を
調
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
。

〈
百
首
〉
と
は
別
の
「
最
終
稿
」
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
例

え
ば
、
草
稿
本
の
〈
百
首
〉
を
清
書
し
た
「
最
終
稿
」
を
想
定
し
、
そ
こ

で
の
誤
写
や
改
作
が
〈
編
纂
本
〉
の
異
文
に
繋
が
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。だ

が
、
「
最
終
稿
」
で
字
句
の
改
変
さ
れ
た
〈
百
首
〉
歌
が
あ
る
に
し
て

も
、
〈
百
首
〉
は
そ
の
九
五
首
が
本
来
的
本
文
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
の
で
、

そ
の
範
囲
は
前
記
の
五
首

(
1
0
.
5
9
.
7
1
.
9
4
.
1
0
0
)
を
出
る
も
の
と
は

な
る
ま
い
。
ま
た
「
最
終
稿
」
で
誤
写
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
や
は
り
〈
編

纂
本
〉
で
異
文
の
見
ら
れ
る
廿
七
首
の
う
ち
、
廿
首
ま
で
が
他
文
献
に
〈
百

六^〉

と
考
え
ら
れ
る
。

六
』
（
古
典
文
庫
・
昭
和
六
i

-

)

に

首
〉
本
文
で
載
る
の
で
、
そ
の
誤
写
の
可
能
性
も
残
る
七
首

(
5
9
.
9
4
番

と
〈
五
〉
節
で
取
り
上
げ
た
五
首
）
に
お
い
て
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

逆
に
、
〈
百
首
〉
の
う
ち
、
確
認
で
き
る
範
囲
で
そ
の
九
五
首
ま
で
が
本

来
的
と
す
る
と
、
〈
百
首
〉
が
「
最
終
稿
」
の
本
文
で
は
な
か
っ
た
か
、
と

見
る
こ
と
も
で
き
る
。
〈
編
纂
本
〉
の
異
文
は
個
人
百
首
が
編
纂
・
転
写
さ

れ
る
過
程
で
生
じ
た
、
と
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
、

59
番
歌
の

『
続
古
今
集
』
な
ど
に
載
る
異
文
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
〈
編
纂
本
〉
の

異
文
を
取
り
込
ん
だ
結
果
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
〈
百
首
〉
が
後
鳥
羽
院
に
『
正
治
百
首
』
を
出
詠
し
た

際
の
草
稿
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
小
稿
〈
二
〉
節
で
は
、
〈
百
首
〉

仁
和
寺
本
を
守
覚
の
自
筆
本
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
結
果
を
踏

ま
え
る
と
、
同
本
は
、
仁
和
寺
に
守
覚
の
自
筆
草
稿
と
し
て
伝
わ
る
聖
教

類
と
同
様
、
『
正
治
百
首
』
出
詠
時
の
自
筆
草
稿
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

注
1

松
野
陽
一
氏
が
報
告
さ
れ
た
大
倉
山
精
神
文
化
研
究
所
蔵
『
長
秋
詠
藻
』
付
載

の
『
正
治
初
度
百
首
』
に
つ
い
て
、
山
崎
桂
子
氏
は
、
部
立
配
列
か
ら
こ
れ
も
個

人
百
首
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
る
。

松
野
陽
一
氏
『
藤
原
俊
成
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
・
昭
和
四
八
）
山
崎
桂
子
氏
「
正

治
初
度
百
首
研
究
の
た
め
に
ー
『
小
侍
従
集
別
本
』
の
解
題
と
翻
刻
ー
」
（
『
研
究

と
資
料
」
、
第
二
輯
、
昭
和
五
四
・
十
二
）

2

先
覚
の
御
研
究
と
し
て
は
、
左
を
参
照
し
た
。

國
島
章
江
氏
『
式
子
内
親
王
集
守
覚
法
親
王
集
』
（
古
典
文
庫
・
昭
和
三
四
）

有
吉
保
氏
『
新
古
今
和
歌
集
の
形
成
基
盤
と
構
成
』
（
三
省
堂
・
昭
和
四
三
）

3

対
象
と
し
た
伝
本
の
う
ち
、
①
⑦
⑩
を
除
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵

の
紙
焼
本
に
依
っ
た
。

4

井
上
宗
雄
・
田
村
柳
壱
両
氏
『
中
世
百
首
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翻
刻
・
解
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
春
名
好
重
氏
編
著
『
古
筆
辞
典
（
昭
54
．
淡
交

社
）
』
の
中
の
、
当
百
首
が
「
守
覚
法
親
王
の
真
跡
と
考
え
ら
れ
る
」
と
の
文
言
を

引
用
さ
れ
て
い
る
。

5

対
象
と
し
た
伝
本
の
う
ち
、
④
を
除
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
紙
焼

本
に
依
っ
た
。

6

山
崎
桂
子
氏
「
『
正
治
二
年
初
度
百
首
和
歌
』
伝
本
考
」
（
『
国
文
学
孜
』
、
第
八

四
号
、
昭
和
五
四
・
十
二
）

7

注
4
の
解
題
参
照
。

8

以
下
の
勅
撰
集
・
私
撰
集
・
私
家
集
の
本
文
は
新
編
『
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

右
以
外
か
ら
引
用
す
る
場
合
は
、
改
め
て
そ
の
折
に
記
す
。
な
お
、
歌
の
本
文
は

私
に
濁
点
を
振
り
、
漢
字
を
当
て
た
。

9

『
私
家
集
大
成
』
中
世
ー
に
所
収
。

10

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
三
百
六
十
番
歌
合
』
、
歌
番
号
は
新
編
『
国
歌
大
観
』

所
収
の
当
歌
合
の
番
号
に
よ
っ
た
。

11

『
夫
木
抄
』
所
載
歌
の
引
用
に
際
し
て
は
静
嘉
堂
文
庫
本
に
依
り
、
歌
番
号
は
新

編
『
国
歌
大
観
』
に
基
づ
く
。
な
お
、
静
嘉
堂
文
庫
本
以
外
に
も
、
『
夫
木
抄
』
に

関
し
て
は
次
の
諸
本
を
参
照
し
た
。
本
論
中
の
「
夫
木
抄
諸
本
」
の
呼
称
も
こ
れ

ら
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

静
嘉
堂
文
庫
本
（
静
嘉
堂
文
庫
・
歌
学
資
料
集
成
）

北
岡
文
庫
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
紙
焼
本
に
依
る
）

書
陵
部
蔵
本
（
圏
書
寮
叢
刊
•
明
治
書
院
）

永
青
文
庫
本
（
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
・
汲
古
書
院
）

12

こ
の
う
ち
に
は
「
後
鳥
羽
院
御
製
」
の
作
者
表
記
で
載
る
『
夫
木
抄
』
3
5
5
5

番

の
詠
者
異
伝
歌
を
含
む
。

13

御
集
11
類
本
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
先
行
す
る

I
類
本
（
神
宮
文
庫
本
な
ど
）

の
数
十
首
を
、
『
正
治
百
首
』
や
『
御
室
五
十
首
』
歌
に
差
し
替
え
て
編
ま
れ
た
と

さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
『
正
治
百
首
』
歌
は
、
そ
の
殆
ど
が
〈
百
首
〉
本
文

と
合
致
す
る
。
な
お
、
御
集
11
類
本
に
関
し
て
は
、
別
稿
を
立
て
て
論
ず
る
心
算

で
あ
る
。

[
付
記
]

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
御
室
仁
和
寺
•
福
井
市
立
図
書
館
・

島
原
図
書
館
松
平
文
庫
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
資
料
を
参
照
さ
せ

て
戴
い
た
諸
方
面
の
方
々
に
も
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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